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平成 30年度 諫早市立諫早小学校研究紀要 

研究主題    学校教育目標実現のための教育活動のあり方について 

～資質・能力育成のためのカリキュラム・マネジメントを通して～ 

 １ 学校教育目標の捉え直し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

Before  これまでの学校教育目標の捉え
方 

夢に向かって自ら学ぶ子 明るく思いやりのある子 身体を鍛え最後までやりぬく子 

教職員の思い 子どもたちの強み 子どもたちの課題 

After   捉え直した学校教育目標 

夢に向かって自ら学ぶ子 

 
目的と目標（夢）をもち、
自ら考え、行動する力 

身体を鍛え最後までやりぬく子 

 
最後までやりぬく力（体・精神） 

「何を知っているか 

何ができるか」 

（個別の知識・技能） 

「どのように社会・世界と 

関わりよりよい人生を送るか」 

（学びに向かう力、人間性） 

「知っていること 

できることをどう使うか」 

（思考力・判断力・表現力） 

身の回りのことを自分でする（自立） 規範にしたがって行動する（自律） 

自己理解と自己肯定 自他の尊重 自然や生命など崇高さへの理解 

 

明るく思いやりのある子 

 
自他理解・自他尊重 

協働のためのコミュニケーション（自己内対話、他者との対話）能力 
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２ 研究の流れ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）付けたい資質・能力の整理 

・協働のためのコミュニケーションの力 

・自己理解と自己肯定の力 

・知っていること、できることを使う力 など 

（２）教育課程の最適化の取組 

①生活科・総合的な学習の時間を中心とした、他教科等との関連を図る 

カリキュラムづくり 

②２学期制の特色を生かした、横断的な指導を図るカリキュラムづくり 

③日課・行事等の精選を通した、学びやすい学習環境づくり 

④他教科等との関連を図る、開かれた道徳のカリキュラムづくり 

（４）その他のマネジメント 

①年間行事予定の見直し 

②道徳の教科化に伴うカリキュラムの再編成 

③学校評価の再検討 

カリキュラム・マネジメン

トの中心となる「生活科・

総合的な学習の時間」の改

善に取り組みました。 
（４）その他のマネジメント 

①年間行事予定の見直し 

②教科化に伴うカリキュラムの再編成 

③学校評価の再検討 

（３）「生活科・総合的な学習の時間を中心とした、他教科等との関

連を図るカリキュラムづくり」の改善 

①縦と横のつながりを意識したカリキュラムの見直し 

②他教科での学びや地域の人材、資源を活用した学習活動の実践 

③評価方法の改善 
カリキュラム・マネジメン

トの中心となる「生活科・

総合的な学習の時間」の改

善に取り組みました。 

https://1.bp.blogspot.com/-HYnFUZ9Qlpw/Wp94GPt8vrI/AAAAAAABKqw/PmYCpkOyllsiYBQl35IBEja-DhFLong7ACLcBGAs/s800/kid_job_girl_teacher.png
https://1.bp.blogspot.com/-HYnFUZ9Qlpw/Wp94GPt8vrI/AAAAAAABKqw/PmYCpkOyllsiYBQl35IBEja-DhFLong7ACLcBGAs/s800/kid_job_girl_teacher.png
https://3.bp.blogspot.com/-zYuktPv0JNI/Wp94GJY-9EI/AAAAAAABKqs/ZebVBqj3y2k5-dELWHhZbtQAbYvmbG8DACLcBGAs/s800/kid_job_boy_teacher.png
https://3.bp.blogspot.com/-zYuktPv0JNI/Wp94GJY-9EI/AAAAAAABKqs/ZebVBqj3y2k5-dELWHhZbtQAbYvmbG8DACLcBGAs/s800/kid_job_boy_teacher.png
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３ 本年度の研究の具体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

招待状やポスターの作成 
国語科の新聞の学習を生か
した交流会新聞の作成 

Ｓｔｅｐ３ ③評価方法の改善 

「生活科・総合的な学習の時間を中心とした、他教科等との関連を

図るカリキュラムづくり」の改善 

Ｓｔｅｐ１ 
①縦と横のつながりを意識した 

カリキュラムの見直し 

 

○１～６年生までの『縦のつながり』 
○生活科・総合的な学習の時間と 
他教科との『横のつながり』 

・授業ごとの評価 
・単元ごとの評価 

Ｓｔｅｐ２ 
②他教科での学びや地域の人材、資源を活用した学習活動の実践 

（例）第５学年の総合的な学習の時間「人生の大先輩から学ぼう」より 

大先輩との交流会（１回目） 

中央公民館の方との出会い 
家庭科での学びを生かした 
おもてなし用の麦茶づくり 
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４ 研究の成果と課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）その他のマネジメント 

②道徳の教科化に伴うカリキュラムの再編成 

③学校評価の再検討 

①年間行事予定の見直し 

7月と 12月を保護者や地域とのふれ合いの月として重点的に行事を組んでいる。また、保護者、ひあ

しっ子育成事業委員会等の地域との意見交換を生かした行事の実施･振り返りを行っている。 

年間行事予定をもとに、効果的な指導時期を考えてカリキュラムを作成した。カリキュ

ラムに「他教科との関連」を明記した。 

 

「めざす子ども像」および「付けたい資質・能力」を評価項目として改訂を行った。アンケートを通し

て、本校がめざす教育を保護者や地域と共有するとともに、評価結果は、研究のＰＤＣＡサイクルを充

実させるための資料として活用していく。 

 

 

○カリマネの研究を通して、本校で付けたい資質・能力が明確になり、職員一人ひとりが学校教育目標

を意識した授業づくりに取り組めるようになった。 

○開かれた教育課程の実現に向けて、付けたい資質・能力という視点を学校評価の項目に取り入れた。 

○授業改善に向けたＰＤＣＡサイクルが確立した。 

○教科間をつなぐ判断規準ができた。 

 

 

●学校教育目標の実現を目指す中で、子どもたちにどれくらい力が付いているのかの評価方法の確立

と、時間の確保。 

成果 

課題 

 

カリキュラム・マネジメントは決して特別な教育手法ではありません。学校全体で付けたい資質や能

力を明確にし、全ての教員がその目的内容を共有し、各実践の中で意図的に育成を図っていく営みです。

その日々の営みが、必然的に授業改善の意識へとつながるのです。 


